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第 1 章 計画の概要 

第 1 節 計画策定の目的・位置づけ 

1 計画策定の目的・背景 

江東区では、既存の鉄道網やバス路線に加え、区内南北を貫く公共交通の軸となる地下鉄８号線延伸

や、都心部・臨海地域地下鉄及び羽田空港アクセス線（仮称）の整備など、幹線公共交通の充実に向けた

取組みが進んでいます。しかし、区内には幹線公共交通サービスの圏域外に位置するエリアが一部存在

し、公共交通の担い手不足などの問題も顕在化するなど、区民の移動を支える交通サービスの低下が危

惧されています。 

このような状況の中、幹線公共交通による移動を補うため、鉄道駅やバス停留所を中心とした交通結

節機能の強化や乗換利便性の向上、多様な移動ニーズに応じた移動手段の確保、さらには移動制約者※

等、移動支援が必要な区民に寄り添った移動環境の整備などが求められています。 

一方で、将来に目を向けると、公共交通を取り巻く社会情勢の変化等にも対応していくうえで、自動運

転をはじめとする技術革新やモビリティの脱炭素化といった将来を見据えた取組みが鍵を握ると期待さ

れています。 

こうした背景を受けて、区独自の取組みであるコミュニティバスや新たな交通システム（デマンド交通）、

コミュニティサイクルのほか、舟運の活用等を含めた地域内公共交通についても位置づけを整理し、「江

東区都市計画マスタープラン２０２２」に掲げられた都市の方向性との整合を図りながら、まちづくりや福

祉、観光等との連携を強化し、持続可能な交通環境を形成していく必要があります。 

以上を踏まえ、区の公共交通の現状と課題の分析を通じて多様な移動手段の活用を総合的に検討し、

誰もが安全かつ快適に移動できる交通環境の実現を目指し、区全域を対象とした移動手段のマスタープ

ランである江東区地域公共交通計画を策定します。 

 

※ 移動制約者とは、心身機能の障害あるいは低下などにより移動に制約がかかる人。 高齢者、障がい者のほか、妊産婦、子連れの人、荷物

を持った人などが含まれる。以降、本資料中に示す「移動制約者」はこれと同様である。 
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2 計画の位置付け 

本計画は、上位計画である「江東区長期計画（後期）」や「江東区都市計画マスタープラン 2022」に加

え、「江東区地下鉄８号線沿線まちづくり構想」、「江東区臨海部都市交通ビジョン」と連携・整合を図って

策定します。 

また、国や都の計画・方針に加え、区の主な関連計画も確認したうえで検討を行います。 

 

 

図 1.1 江東区地域公共交通計画の位置づけ 
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第 2 節 計画の対象区域・期間・交通手段 

1 対象区域 

本計画は、江東区全域を対象とします。 

 

2 計画期間 

本計画の期間は、令和９（2027）年度から令和 18（2036）年度までの 10 年間とします。 

 

3 対象範囲 

本計画では、現在の移動手段に加えて、新たな技術を活用した移動手段（次世代モビリティ）について

も検討の対象とします。 

 

 

図 1.2 計画の対象範囲 

 

 

 

 

 

 

  

幹線公共交通

地域内公共交通
・多様な交通手段

新たな技術を活用した
移動手段（次世代モビリティ）

空飛ぶクルマ
LRT
自動運転バス 等

自動運転タクシー
AIデマンド交通
グリーンスローモビリティ
パーソナルモビリティ 等

現在の移動手段

鉄軌道
路線バス 等

コミュニティバス
舟運
コミュニティサイクル 等

広域・高速

地域内・低速

※ 上記は現時点の概念図であり、対象範囲は、 

今後検討する施策・取組の内容も踏まえ精査予定。 

※ 新たな技術を活用した移動手段（次世代モビリティ）は、 

施策・取組の検討において、必要性等を踏まえながら取り入れていく。 
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第 2 章 区の取組の方向性 

第 1 節 上位計画 

1 江東区基本構想 

江東区基本構想（平成２１年３月策定）は、江東区の将来像を定め、今後のまちづくりの基本的な指針を

示すものとして、平成２１年度に策定されました。策定から概ね２０年後を展望した江東区の姿を、「みん

なでつくる伝統、未来水彩都市・江東」として将来像に定めたほか、その実現を図るための施策の大綱が

以下の項目で構成されています。 

このうち、公共交通については、「（５）住みよさを実感できる世界に誇れるまち」において、南北交通を

はじめとする公共交通網の充実や都市基盤の整備により、誰もが快適に暮らせるまちを実現することと

しています。 

 

 

 

  

≪施策の大綱≫ 

（１）水と緑豊かな地球環境にやさしいまち 

① 水辺と緑に彩られた魅力あるまちの形成 

② 環境負荷の少ない地域づくり 

（２）未来を担うこどもを育むまち 

① 安心してこどもを産み、育てられる環境の充実 

② 知・徳・体を育む魅力ある学び舎づくり 

③ こどもの未来を育む地域社会づくり 

（３）区民の力で築く元気に輝くまち 

① 健全で活力ある地域産業の育成 

② 個性を尊重し、活かしあう地域社会づくり 

③ 地域文化の活用と観光振興 

（４）ともに支えあい、健康に生き生きと暮らせるまち 

① 健康で安心して生活できる保健・医療体制の充実 

② 誰もが自立し、安心して暮らせる福祉施策の推進 

（５）住みよさを実感できる世界に誇れるまち 

① 快適な暮らしを支えるまちづくり 

② 安全で安心なまちの実現 
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2 江東区長期計画 

第２期江東区長期計画（前期：令和２年３月策定、後期：令和７年３月策定）は、江東区基本構想に掲げ

る将来像を実現するために、令和２年度から令和 11 年度までの 10 年間の区の取組をまとめた、まちづ

くりの羅針盤となるものです。 

計画の達成に向けて重点的に取り組むべき 7 つのプロジェクトが定められているとともに、江東区基

本構想における施策の大綱を具体化するため 27 の施策が定められています。 

このうち、「重点５：持続的に発展するまちづくり」のなかで、地域公共交通計画の策定に向けた検討を

進めることとされており、「施策 24：便利で安全な道路・交通ネットワークの整備」において、安全で快適

な道路の整備や安心を実感できる交通環境の整備、公共交通網の充実を取組方針として位置付けてい

ます。 

 

 

 

 

 
出典：第２期江東区長期計画（後期）より引用 

図 2.1 第２期江東区長期計画（後期）における重要課題・重点プロジェクト  
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3 江東区都市計画マスタープラン２０２２ 

江東区都市計画マスタープラン 2022（令和４年３月改定）は、概ね 20 年後（2040 年代）を見据え

た都市の将来像を描き、長期的かつ体系的なまちづくりの指針となるものとして、昨今の社会情勢や環

境の変化などを踏まえ令和４年３月に改定されました。 

都市計画マスタープランでは、将来都市像として「持続的に発展する共生都市」を掲げ目指すべき町の

姿を設定するとともに、早期の実現に向けて取り組むべき重要な３つのまちづくり政策「1：地下鉄 8 号

線延伸のまちづくり」「2：未来の臨海部のまちづくり」「３：浸水対応型のまちづくり」を重点戦略として位

置づけ、対応する将来都市構造の「軸」「ゾーン」「拠点」の形成に向けて取組を強化するものとしていま

す。 

このうち、公共交通に関しては、テーマ別まちづくり方針の「テーマ６：快適に移動できるネットワーク都

市」において、「効率的に移動できる公共交通ネットワークの形成」「多様な移動手段を利用できる環境整

備」「人の移動や滞留を円滑にする環境づくり」等の取組方針が示されています。 

 

 

 

 
出典：江東区都市計画マスタープラン 2022 より引用 

図 2.2 江東区都市計画マスタープランにおける目指す将来都市像 
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第 2 節 関連計画 

1 江東区地下鉄８号線沿線まちづくり構想 

江東区地下鉄 8 号線沿線まちづくり構想（令和５年３月策定）は、地下鉄８号線の延伸による整備効果

を最大限活かすため、沿線の目指す姿やその実現に向けた取組の提案を取りまとめ、今後の地下鉄８号

線沿線まちづくりの方向性を示したものです。上位計画である江東区都市計画マスタープラン２０２２で

掲げる、「重点戦略１：地下鉄８号線延伸のまちづくり」を指針とし、沿線におけるまちづくりの方針が示さ

れています。 

本構想では、地下鉄延伸がまちに与える影響とそれに対する沿線まちづくりにおいて検討すべき視点

が整理されており、沿線全体で目指す姿として『人・暮らし・自然を相互につなぎ一体的に発展する「快適

環境都市」』を掲げ、５つのまちづくりのテーマが示されています。 

まちづくりテーマの１つである「交通・つながり」においては、テーマごとの取組の提案として、以下の点

が整理されています。 

●体系的な視点による駅へのアクセス交通も含めた地域交通の充実 

●舟運や次世代交通等の多様な交通手段の促進 

●ウォーカブルに資する歩行空間や連続した自転車通行空間ネットワークの形成 

●駅と周辺市街地との一体的な空間活用や機能連携の推進 

 

 
 

出典：江東区地下鉄 8 号線沿線まちづくり構想より引用 

図 2.3 地下鉄８号線延伸の概要・沿線全体で目指す姿  



第 2 章 区の取組の方向性 

8 

2 江東区臨海部都市交通ビジョン 

江東区臨海部都市交通ビジョンは、江東区都市計画マスタープラン２０２２で掲げる、「重点戦略２：未

来の臨海部のまちづくり」を推進するために策定され、臨海部の都市交通の目指す姿やその実現に向け

た方針等を示すことを目的としています。都市計画マスタープランで示す、南部地区西、南部地区東、湾

岸地区の３つのゾーンを臨海部と定義し、本ビジョンの対象範囲としています。 

今後、臨海部では、地域の持つポテンシャルを活用したまちづくりが更に進展し、今以上に多様かつ多

くの人々が集う地域になることが想定されます。こうした中、誰もが安全・快適に臨海部とのアクセスや臨

海部内の回遊が可能で、多様な交通を自由に選択できる「人中心」の交通を目指すため、臨海部都市交通

の目指す姿として「地域の魅力を最大限に発揮させる自由で持続可能な交通」を掲げ、４つの方針を設定

し、アクセス性の高い交通ネットワークの形成や、臨海部のポテンシャルを活かした回遊性の向上等に向

けた取組を進めることとしています。 

 

 

 

出典：江東区臨海都市交通ビジョンより引用 

図 2.4 江東区臨海部都市交通ビジョンの対象範囲と将来像を見据えた都市交通の視点 
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第 3 節 国内の動向 

1 国の動き 

（１） 地域公共交通の活性化及び再生の促進に関する動向 

国は「地域公共交通の活性化及び再生の促進に関する法律（以下、地域公共交通法）」を令和２年に改

正し、「地域にとって望ましい地域旅客運送サービスの姿」を明らかにする地域公共交通のマスタープラン

としての「地域公共交通計画」の作成が全ての地方公共団体に対して努力義務としました。 

 

令和４年には、「アフターコロナに向けた地域交通の「リ・デザイン」有識者検討会」が設置され、住民の

豊かなくらしの実現に不可欠な存在であるバス・鉄道などの地域交通について、人口減少やコロナ禍の影

響で一層厳しい状況であることも踏まえ、最新のデジタル技術等の実装を進めつつ、地域交通を持続可

能な形で「リ・デザイン」（刷新・再構築）する検討の方向性について以下の提言がなされました。 

 

≪３つの共創≫ 

①官と民の共創（エリア全体での地域旅客運送サービスの長期安定化） 

②交通事業者間の共創(各社やモードの垣根を超えた地域旅客運送サービスの展開) 

③他分野を含めた共創（くらしのニーズに基づく地域旅客運送サービスの創出） 

 

その後、あらゆる交通モードにおける地域の関係者の連携・協働を通じ、利便性・持続可能性・生産性が

向上するよう、地域公共交通ネットワークを再構築＝「リ・デザイン」することに主眼をおき、令和５年に再

度地域公共交通法が改正されました。 

これを踏まえ、地域公共交通計画等の作成に当たる、手順や考え方を示した「地域公共交通計画等の

作成と運用の手引き」も改訂され、地域公共交通のリ・デザインの必要性・意義について言及されていま

す。 

また、令和５～６年にかけて「地域の公共交通リ・デザイン実現会議」が開催され、移動手段の維持・確

保に係る課題には、公共交通事業者だけで取り組むのではなく、地域のあらゆる関係者が連携し、利便

性・生産性・持続可能性の高い地域交通への再構築を実現する必要があるとの認識の下、多様な関係者

の連携・協働の推進に向けた環境整備のための方策についてとりまとめられました。 

 

さらに、「交通空白」の解消に向けて早急に対応していくため、令和６年には「交通空白」解消本部が設

置され、自治体等が「交通空白」の解消を進めるための支援ツールの一つとして、地域公共交通計画の立

案等にあたってのモビリティデータの活用方法等を紹介した地域公共交通計画の「アップデートガイダン

ス Ver1.0」が令和７年に作成されました。本ガイダンスでは、モビリティデータを活用した計画作成（現

状診断や KPI 設定等）のポイントについて解説されています。 
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（２） 第２次交通政策基本計画 

第２次交通政策基本計画（令和３年４月閣議決定）は、交通に関する施策を総合的・計画的に定めた計

画であり、令和３年度～令和７年度が計画期間とされています。 

計画では、交通が直面する危機を乗り越えるため、今後の交通政策の柱として３つの基本方針を示す

とともに、各基本方針に対して 3～4 つの政策目標を設定した上で、各目標に対する具体的な施策と

119 の数値指標が示されています。 

政策目標においては、以下の事項について、主に公共交通が関連しています。 

 

基本的方針Ａ 

目標①地域が自らデザインする、持続可能で、多様かつ質の高いモビリティの実現 

目標②まちづくりと連携した地域構造のコンパクト・プラス・ネットワーク化の推進 

目標③交通インフラ等のバリアフリー化、ユニバーサルデザイン化の推進 

目標④観光やビジネスの交流拡大に向けた環境整備 

 

基本的方針Ｃ 

目標②輸送の安全確保と交通関連事業を支える担い手の維持・確保 

目標③運輸部門における脱炭素化等の加速 
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2 東京都の動き 

（１） 東京における地域公共交通の基本方針 

東京都は、東京の地域公共交通が目指すべき姿やその実現に向けた支援策の方向性等を検討するた

め、令和２年以降「東京都における地域公共交通の在り方検討会」を設置し、検討を重ねました。本検討

会での議論を踏まえ、目指すべき姿の実現に向け、東京都として取組の方向性を示し、関係者間でビジョ

ンを共有することを目的として、令和４年に「東京における地域公共交通の基本方針」が策定（令和４年３

月）されました。 

2040 年代を目標年次とし、「高齢者や障害者をはじめ、誰もが移動しやすい利便性の高い都市の実

現と、人・モノ・情報の自由自在な移動と交流により、あらゆる人が活躍できる「挑戦の場」を創出する都

市交通環境の実現に資する取組の方針」として位置付けられ、地域特性に即した地域公共交通の目指す

べき姿とその実現に向けた支援策の方向性が示されています。 

基本方針では、地域公共交通の理念に沿って、都内のそれぞれの地域の強みや特色を踏まえ、地域ご

とに 2040 年代に目指すべき将来像が示されています。 

江東区の位置する「中枢広域拠点域」では、「道路空間も活用した交通結節機能が充実」「DX とバリア

フリーによる交通利便の向上」「超小型モビリティ等シェアリングサービスの充実」などが将来像として示

されています。 

 

 
出典：東京における地域公共交通の基本方針より引用 

図 2.5 中枢広域拠点域における課題  
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（２） 東京都臨海部地域公共交通計画 

東京都は都市開発の進展や東京 2020 大会の開催に伴う開発により、新たな都市機能の集積が計画

されている臨海部において、都市づくりと整合した公共交通網を構築するため、東京都臨海部地域公共

交通網形成計画（平成２８年策定）を改定する形で令和３年に「東京都臨海部地域公共交通計画」を策定

（令和３年３月策定）しました。 

計画期間は平成 28 年度（2016 年度）から令和 7 年度（2025 年度）までの 10 年間とされており、

計画区域は下図の通りであり、江東区は豊洲、東雲、有明、青海が含まれています。 

臨海部における地域公共交通のあるべき姿として『誰もが快適・便利に移動できる公共交通網の実

現』を掲げ、実現していくための視点として①各公共交通機関の役割に応じた公共交通ネットワークの充

実、②交通手段間の連続性のある乗り継ぎ、③道路における公共交通の地位向上を挙げています。 

これらを踏まえ、計画目標として「BRT 等と連携した新たな公共交通ネットワークの構築」「地域間移

動ネットワークの改善」「多様な端末交通の充実」「乗継ぎ抵抗の低減」「新たな街づくりと連携した公共

交通網の形成」の５つが示されています。 

 

 
出典：東京都臨海部地域公共交通計画より引用 

図 2.6 東京都臨海部地域公共交通計画における基本方針  
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第 3 章 区の現状と課題 

第 1 節 区の公共交通を取り巻く状況・問題点 

1 地域の概況 

（１） 人口の動向 

本区の総人口は増加傾向であり、今後も増加（増加率は徐々に鈍化）することが想定されます。 

年齢構成に着目すると、15 歳未満の年少人口割合は横ばいで、15～６４歳の生産年齢人口割合は減

少、６５歳以上の高齢者人口割合は増加することが想定されています。 

地区別に着目すると、南部地区西の人口が顕著に増加している状況です。 

 

■人口総数 

 

■年齢構成 

 
出典：実測値 人口統計（江東区，各年１月時点） 

    推計値 地域別将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所）より作成 

図 3.1 人口動向・将来推移 
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■地域別 

 
出典：人口統計（江東区，各年１月時点）より作成 

図 3.2 人口動向(地区別) 
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（２） 人口分布 

区内の人口分布は、南部地区西の一部（豊洲・東雲等）の他、深川北部地区、城東北部地区で比較的人

口密度が高い傾向です。 

 

 

出典：人口統計（江東区，令和７年１月時点）、国土数値情報（国土交通省）より作成 

図 3.3 人口密度分布 
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（３） 高齢化率分布 

区内の高齢化率（６５歳以上の人口割合）は、城東北部地区、城東南部地区、南部地区東で比較的高い

傾向です。 

 

 

出典：人口統計（江東区，令和７年１月時点）、国土数値情報（国土交通省）より作成 

図 3.4 高齢化率分布（65 歳以上割合） 
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（４） 従業者の人口分布 

区内の従業者の人口分布は、南部地区西（特に豊洲）や深川南部地区（東西線沿線等）で比較的高い傾

向です。 

 

 

出典：経済センサス（総務省，令和３年）より作成 

図 3.5 従業者の人口分布 
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（５） 土地利用の状況 

区内の土地利用状況は、住宅用地が最も多く全体の約２割を占めており、次いで、工業用地、商業用

地、公園・運動場等がそれぞれ約１割を占めています。区北部には住宅用地が広く分布し、臨海部には商

業用地、工業用地、公共用地が分布しています。 

 

 

 
出典：土地利用現況調査（東京都，令和３年）、国土数値情報（国土交通省）より作成 

図 3.6 土地利用状況・構成割合  
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（６） 道路の状況 

１） 都市計画道路 

区では都市計画道路や湾岸部の臨港道路を中心とする幹線道路を骨格として道路網が形成されてい

ます。このうち、区内都市計画道路の整備延長（既成区間含む）は約 89.9km であり、整備率は約９

4.7％（令和７年３月現在）と整備水準は概ね良好です。今後南部地域を中心とした大規模開発や土地利

用転換等によっては交通需要の変化が見込まれており、それらに合わせた道路ネットワークが不足する区

間における道路の新設や、改良が必要な路線の再整備を関係機関や民間企業と連携して推進することが

掲げられています。 

 

 
出典：江東区道路網整備計画より引用 

図 3.7 幹線道路網の整備状況（令和４年３月時点）  
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２） 道路幅員 

区内の道路は、南部地区西・東や湾岸地区などの臨海部は比較的広幅員であり、城東地区南・北では

狭幅員の道路(私道を含む)が密集している傾向です。 

 

 

出典：国土基本情報（国土地理院）、国土数値情報（国土交通省）より作成 

図 3.8 道路幅員別整理状況 
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（７） 施設分布 

１） 公共施設（区役所・出張所・文化センター）の立地 

区内には、東陽町駅近辺に区役所が立地するほか、出張所８箇所、文化センター９箇所が立地していま

す。 

 

 

出典：国土数値情報（国土交通省）より作成 

図 3.9 公共施設の立地状況  
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２） 病院の立地 

区内には、病院（病床数２０床以上）が２０箇所立地しています。順天堂東京江東高齢者医療センター、

昭和医科大学江東豊洲病院といった高度医療や病床数が比較的多い病院は南部地域（南砂、豊洲）に立

地しています。 

 

 

出典：国土数値情報（国土交通省）より作成 

図 3.10 病院の立地状況  
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３） 教育施設の立地 

区内には、小学校が４５箇所、中学校が２6 箇所、義務教育学校が１箇所、高等学校が１２箇所、短大・大学

が５箇所立地しています。高等学校は深川地域、城東地域中心に立地しており、東京海洋大学などの大学は

南部地区西（越中島、豊洲、有明）に立地しています。 

 

 
出典：国土数値情報（国土交通省）より作成 

図 3.11 教育施設の立地状況  
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４） 商業施設の立地 

区内には、主要な商業施設としてショッピングセンター・百貨店（食品販売あり）が７施設立地し、その他、

大型スーパーが２５施設立地しています。 

 

 

※大型小売店（店舗面積 1000 平方メートル超）のうち、食品を販売する施設を表示 

出典：国土数値情報（国土交通省）、大型小売店総覧（2025 年）より作成 

図 3.12 商業施設の立地状況  
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５） 観光・レクリエーション施設等 

区内には観光・レクリエーション施設が広く分布しており、特に大規模な施設が臨海部に集中しています。 

 

 

出典：観光周遊マップ（江東区）、国土数値情報（国土交通省）より作成 

図 3.13 観光・レクリエーション施設等立地 
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2 移動手段の状況 

（１） 鉄軌道 

１） 路線状況 

区内には、総武線・京葉線（JR）、東西線・有楽町線・半蔵門線（東京メトロ）、新宿線・大江戸線（都営地下

鉄）、りんかい線（東京臨海高速鉄道）、ゆりかもめ（東京臨海新交通）、亀戸線（東武鉄道）の 6 社 10 路線が

運行しており、主に東西方向に整備されています。 

 

出典：国土数値情報（国土交通省）より作成 

図 3.14 鉄軌道路線の状況  
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将来は、2030 年代半ばには地下鉄８号線延伸が予定されており、南北方向の鉄道軸形成・利便性向上

が期待されます。また、臨海部では、都心部・臨海地域地下鉄構想や羽田空港アクセス線（仮称）が検討され

ており、さらなるアクセス性向上が期待されます。 

 

 
※ 計画・構想路線は、「江東区地下鉄８号線沿線まちづくり構想（江東区）」、「都心部・臨海地域地下鉄構想 事業計画検討会 事業計画案（東

京都）」、「東京圏における今後の都市鉄道のあり方について（国土交通省）」を基に記載 

出典：国土数値情報（国土交通省）より作成 

図 3.15 将来の鉄軌道路線計画  
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江東区政世論調査では、区内の公共交通機関で不便や不満を感じることとして、いずれの地区も「南北の

移動」の割合が高い傾向であり、地下鉄８号線延伸による南北鉄道軸の形成が望まれるため、着実な事業の

実施が必要とされています。 

 

表 3.1 区内の公共交通機関で不便や不満を感じること（地区別） 

 
出典：第 26 回(令和 5 年)江東区政世論調査結果より作成 
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区内商業
施設への
移動

公共交通
機関の
混雑

特に不便
や不満は
感じない

公共交通
機関は
使わない

無回答

全体 1,534 16.2 39.5 14.0 8.9 10.1 31.4 29.3 2.9 1.4

白河・小松橋 263 13.3 32.7 17.9 7.6 12.9 24.0 36.1 3.4 1.9

富岡・東陽 231 12.6 34.6 10.8 6.9 11.3 39.0 29.9 3.9 0.4

豊洲 309 24.3 43.4 20.1 11.0 9.1 29.1 24.3 1.3 1.6

亀戸 177 9.6 44.6 15.8 7.9 6.8 31.1 28.8 3.4 1.1

大島 176 15.9 43.2 11.9 7.4 11.9 26.7 28.4 1.7 1.7

砂町 221 16.7 37.1 7.7 11.8 7.7 29.9 30.3 4.5 1.4

南砂 141 18.4 45.4 9.2 7.8 9.9 48.2 24.1 0.7 1.4

地区 回答数

項目別回答割合(%) (複数回答)
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２） 利用状況 

区内鉄軌道駅乗降者数は、乗換利用を除くと豊洲駅が最も多いことが想定され、次いで東陽町駅、亀戸駅

が多い傾向です。区内の鉄軌道駅乗降客数は新型コロナウイルスの影響から回復傾向であり、特に豊洲駅を

含む南部地区西において増加が顕著です。 

 

 

出典：国土数値情報（国土交通省）、東京都統計年鑑（東京都）（令和５年度）より作成 

※複数路線乗入駅は乗降客数を集約して表示 

図 3.16 鉄軌道駅乗降客数  
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   ■鉄軌道駅乗降者数        ■乗換利用割合 

 

出典：東京都統計年鑑（東京都）（令和５年度）（※乗換利用による乗降も含む）、 

大都市交通センサス調査結果（平成 27 年）より作成 

図 3.17 鉄軌道駅乗降客数・乗換利用割合 
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      ■乗降者数推移（区内全駅計） 

 

      ■乗降者数推移（地区区分別） ※各地区内に位置する駅の乗降客数を集計 

 
出典：東京都統計年鑑（東京都）より作成 

図 3.18 乗降客数推移 
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（２） 路線バス 

１） 路線状況 

区内のバス路線は、都営バスを基軸として主要駅を結び運行され、特に城東地域では南北バス路線を基

本とした体系となっています。 

 

※土休日のみ運行を含む 

出典：国土数値情報（国土交通省）、GTFS-JP（東京都交通局・公共交通オープンデータ協議会）より作成 

図 3.19 路線バス網  
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２） 利用状況 

区内を通る路線のうち、四ツ目通り・明治通り等を通る路線（都０７・東２２）で比較的利用が多い状況で

す。加えて、都０５・業１０・海０１など、臨海部を通る路線の利用も多い傾向です。また、路線バスの利用者数

は増加傾向であり、特に南部地区西（豊洲・有明）を通る都０５は増加が著しい状況です。 

 

  ■区内系統別利用者数 

 

■区内全系統の利用者数推移 

 

※バス系統別収支状況（東京都交通局）より取得可能な系統のみ集計 

 

■区内全系統の利用者数推移 

 

※利用者数上位 6 系統は図 3.21 に路線を明示 

出典：バス系統別収支状況（東京都交通局，平成２７～令和６年）より作成 

図 3.20 系統別利用者数・推移（都営バス）  
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３） 運行本数 

区内を通るバス路線の運行頻度は、利用者も多い四ツ目通り・明治通り等を通る路線（都０７・東２２）で比

較的高い状況です。 

 

出典：国土数値情報（国土交通省）、GTFS-JP（東京都交通局・公共交通オープンデータ協議会）より作成 

図 3.21 路線バスの運行頻度 
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４） 路線バスを取り巻く環境 

比較的バス利用が多い南部地区西・東では豊洲駅を通る路線で、城東地域では明治通りを通る路線を中

心に利用者が多く、営業係数も低い[黒字路線]状況です。一方で、明治通り以東等では利用者数が少なく営

業係数が高い路線（亀 23・陽 20・門 21・両 28 等）[赤字路線]も存在しています。 

 

 ■城東地域の主なバス路線・系統別利用者数 

 

 

 

 ■南部地区西・東の主なバス路線・系統別利用者数 

 

 

 

出典：バス系統別収支状況（東京都交通局，令和６年）より作成 

図 3.22 城東地域・南部地区西・東の主なバス路線の利用者数・営業係数 
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比較的路線バスの利用割合が高い高齢者は増加傾向にある一方で、将来的な路線バス運転手不足や地下

鉄８号線延伸による並行バス路線利用者の減少も想定されます。 

これにより、利用の少ない路線の減便や廃止の可能性も想定され、城東地域や南部地区西・東において高

齢者の通院や鉄道駅への端末交通手段等を担う路線バス（地域内交通）のサービス低下が懸念されます。 

 

 
出典：バス運転者の改善基準告示が改正されます！（リーフレット）（厚生労働省 HP） 

図 3.23 バス運転者の改善基準告示の概要 

 

 
出典：社会資本整備審議会 道路分科会 第 58 回国土幹線道路部会 ヒアリング資料（国土交通省，令和５年１０月） 

図 3.24 バス運転手数の推移（全国） 

 

 
出典：実測値（～R2）：人口統計（江東区，各年１月時点）より作成 

     推計値（R7～）：地域別将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所）より作成 

図 3.25 区内人口・高齢化率の推移  
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（３） コミュニティバス「しおかぜ」 

江東区では、コミュニティバス「しおかぜ」を木場ルート・辰巳ルート・豊洲ルートの３ルートで運行していま

す。利用者の要望が多かった豊洲ルートの実証運行を令和６年度より実施しています。利用者は増加、収支

率は上昇傾向であり、高齢者の利用や買い物目的での利用が最も多く、60 代以上の利用が約６割を占める

状況です。また、コミュニティバス利用者のニーズとして、全体的な便数増加、夕方～夜時間帯の運行、豊洲

ルート増便への要望が多い傾向です。 

２０３０年代半ばには地下鉄８号線延伸が予定され、（仮称）枝川駅の新設や豊洲～東陽町間の鉄道軸形成

等、既存コミュニティバス路線周辺の利便性向上が期待されます。 

このような状況を踏まえ、地下鉄８号線延伸によりコミュニティバス運行エリアの鉄道利便性向上も想定

されることから、地下鉄８号線延伸の開業にあわせ、より効果的なルートや運行時間を検討する必要があり

ます。 

 

 
出典：江東区資料より作成 

図 3.26 コミュニティバス「しおかぜ」の路線図・時刻表 

 

 
出典：江東区資料より作成 

図 3.27 利用者数の推移  
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出典：江東区資料より作成 

図 3.28 運行経費・収支率の推移 

 

利用者の年齢 

 

利用者の要望 

 

利用頻度 

 

利用目的 

 
出典：江東区資料（コミュニティバス利用者アンケート調査（令和７年 9/２4～9/30））より作成 

図 3.29 利用者の年齢・利用目的・利用頻度  
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（４） 舟運 

江東区では豊洲を中心に航路が発着するほか、区内の運河・内部河川には船着場が点在しています。舟運

は、平常時の観光促進やにぎわい創出のみならず、災害時の陸上交通網の補完や物資の輸送路としての役

割も期待されます。 

また、東京都では、舟旅通勤も行われており（豊洲発着航路も含まれる）、今後も利便性・認知・魅力向上に

加え DX 化の推進も求められています。 

 

 

               出典：各事業者 HP より作成 

図 3.30 区周辺の航路・船着場 

 

表 3.2 区内および区周辺を発着する主な航路（R7.６時点） 

 

                出典：各事業者 HP より作成  

凡例
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運休中
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区
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国
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※黒枠は区内の
防災船着場
を示す

片道運行便数
（便/日)

区間系統名航路・事業者名

９浅草⇒お台場海浜公園
EMERALDAS

HIMIKO
HOTALUNA

隅田川
お台場

TOKYO CRUISE
(東京都観光汽船)

６お台場海浜公園⇒浅草

3浅草⇒日の出桟橋

５日の出桟橋⇒浅草

３日の出桟橋⇒お台場海浜公園

2お台場海浜公園⇒日の出桟橋

8
浅草二天門⇔お台場海浜公園

（急行便・各駅便）
浅草・お台場

クルーズ
東京水辺ライン

(東京都公園協会)

2浅草⇔豊洲
浅草－豊洲

航路
アーバンランチ
(観光汽船興業)

5日本橋⇔豊洲TRY!舟旅通勤
舟旅通勤

（東京都、複数事業者）
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出典：舟運活性化に向けた取組総括（概要版）（R5.3，東京都） 

図 3.31 舟運活性化に向けた今後の施策展開（東京都） 
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（５） コミュニティサイクル 

区内では平成 24 年度に臨海部で実証実験を開始し、平成 28 年度に区内全域に拡大しました。 

現在では、区全域にポートが設置されており、豊洲・辰巳・東雲など臨海部での利用が多く、区外利用は臨

海部から都心方面や、錦糸町駅周辺への移動が多い状況です。 

区内回遊性の向上や多様な移動手段の利用が可能な環境構築に向けて、コミュニティサイクルの利便性向

上が望まれます。 

 

  

出典：江東区コミュニティサイクル利用状況等調査報告書 ポート間の移動実績（全会員）（R5.1－R5.12） 

図 3.32 コミュニティサイクル区内利用・区跨利用 

 

  


